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「笑いで佐世保を元気に」プロジェクト
笑いで築く佐世保の未来

バラエティ番組等のプロデューサーとして活躍し、笑
いで日本中を元気にしてきた「ガースー」こと菅賢治
氏が笑いで故郷佐世保に恩返し。佐世保の将来を担
う若者たちへの思いを語っていただきます。
と　き　3月11日（金） 
　　　　18時30分～20時30分
ところ　アルカスSASEBO・中ホール
入場料　無料
定　員　500人　※申し込み不要。

本土最西端の地から全国へ、そして世界へ挑む
佐世保の企業家精神とは

各業界のトップとして活躍されている原田 泳  幸 氏、澤
えい こう

田秀雄氏、髙田明氏をゲストに迎え、市長を交えた
トークセッションを開催します。佐世保の地から全
国へ、世界へ挑むゲストの企業家精神などを語ってい
ただきます。
と　き　3月10日（木） 18時30分～20時30分
ところ　アルカスSASEBO・大ホール
入場料　無料
定　員　2,000人（要整理券）
※整理券は2月1日（月）からアルカスSASEBO、市役
　所4階・政策経営課、佐世保商工会議所で配布します。
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本市の近代化遺産の一つ「西海橋」。昭和30年に最先端技術を
投入して建設された戦後初の渡海橋です。完成当時は東洋一、
世界第3位のアーチ橋として注目され、今も日本3大急潮の一
つ針尾瀬戸の景観を望める場所として多くの人が訪れています。

P10 姉妹都市九重町　P11 イベント情報

P12 施設だより　P14 公共施設等の料金改定

P16 市政通信（市県民税・国保税の申告受付など）

P18 お便り、広報クイズ　P20 暮らしの情報

P24 健康と福祉　P28 シリーズ海風の国 など

P30 市長日記 など　P32 地方創生フォーラム　

特集 鎮守府のまちに715件

佐世保の近代化遺産 P2

▼

長崎
レンガ教会
HISTORY
プレゼント!

P18



02ような石造り風の建築物が数多く建設されました
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03　広報させぼ 2016.2
西九州倉庫叙前畑1号倉庫（旧佐世保軍需部第五水雷庫、大正11年、干尽町）
魚雷の格納庫として建設された間口が183洲に及ぶ超巨大建造物。大正10年代、佐世保鎮守府ではこの
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西
洋
か
ら
導
入
さ
れ
た
工
法
で

建
設
さ
れ
た
建
造
物
や
構
造
物
の
う
ち
�
日
本

の
近
代
化
の
歩
み
を
象
徴
す
る
も
の
や
近
代
化

に
貢
献
し
た
も
の
を
総
称
し
た
呼
び
名
で
す
�

　
私
た
ち
が
日
頃
使
�
て
い
る
水
や
電
気
�
交

通
な
ど
の
都
市
基
盤
を
は
じ
め
�
生
活
を
支
え

る
産
業
・
文
化
の
多
く
は
�
こ
の
時
代
に
先
人
た

ち
が�
西
洋
の
技
術
に
追
い
付
き
�追
い
越
せ
�

と
必
死
に
つ
く
り
上
げ
て
き
た
施
設
や
シ
ス
テ

ム
が
礎
と
な
�
て
い
ま
す
�

　
近
代
化
遺
産
に
は
�
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の

情
熱
や
知
見
が
詰
ま
�
て
お
り
�
そ
の
ま
ち
が

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
�

老
朽
化
施
設
か
ら
重
要
文
化
財
へ

　
今
で
こ
そ
�
そ
の
価
値
が
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
近
代
化
遺
産
で
す
が
�
欧
米
諸
国
で
古
く

か
ら
歴
史
遺
産
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
産
業

遺
産
と
異
な
り
�
戦
後
�
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ

て
き
た
日
本
で
は
�
時
代
が
進
む
に
つ
れ
�
老
朽

化
し
た
採
算
の
取
れ
な
い
施
設
と
し
て�
取
り
壊

し
�
や
�
改
変
�
の
危
機
に
直
面
し
�
や
む
な
く

そ
の
役
目
を
終
え
る
施
設
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
�

　
し
か
し
�
昭
和
末
期
ご
ろ
に
な
る
と
�
老
朽
化

し
た
施
設
に
価
値
を
見
出
し
�
取
り
壊
す
よ
り

も
歴
史
遺
産
と
し
て
地
域
振
興
な
ど
に
活
用
し

た
い
と
い
う
自
治
体
が
次
第
に
増
え
�
国
に
保
護

を
求
め
る
声
も
大
き
く
な
�
て
い
き
ま
し
た
�

　
平
成
2
年
�
文
化
庁
は
そ
う
し
た
状
況
を
受

け
�
全
国
の
都
道
府
県
を
対
象
に
�
日
本
近
代
化

遺
産
総
合
調
査
�を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
�
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
�
同
5
年
に
は
�
国
の
重
要
文

化
財
に
新
た
に
�
近
代
化
遺
産
�
の
種
別
が
設
け

ら
れ
�同
年�
 碓
氷
 峠
鉄
道
施
設
��
群
馬
県
安
中

う
す
い

市
�と
�
藤
倉
水
源
地
水
道
施
設
��
秋
田
市
�の

2
カ
所
が
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
�

　
現
在
�重
要
文
化
財
の�
近
代
化
遺
産
�
と
い

う
種
別
は
�
近
代
／
産
業
・
交
通
・
土
木
�
に
変

更
さ
れ
�
本
市
の
�
旧
佐
世
保
無
線
電
信
所�
針

尾
送
信
所
�施
設
�
を
含
む
全
国
　
の
施
設
等
が

67

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
�
こ
の
ほ
か
本
市
の
近
代

化
遺
産
で
は
�
佐
世
保
市
民
文
化
ホ
�
ル�
旧
海

軍
佐
世
保
鎮
守
府
 凱
旋
 記
念
館
��
や
�
佐
世
保

が
い
せ
ん

04

▲  鉄
道
開
通�
早
岐
事
佐
世
保
�

  松
浦
炭
坑
鉄
道
開
通�
世
知
原
事
小
浦
�

▲  鎮
守
府
設
置
の
勅
令

▲  佐
世
保
鎮
守
府
開
庁

  海
軍
上
水
道
完
成

▲  日
清
戦
争
開
戦

▲  鉄
道
開
通�
早
岐
事
武
雄
�

▲  岡
本
貯
水
池
完
成

▲  佐
世
保
市
制
施
行

  黒
島
天
主
堂
完
成

▲  海
軍
工
廠
第
三
船
渠
完
成

▲  山
ノ
田
貯
水
池
完
成

▲  松
浦
炭
坑
事
務
所
完
成

▲  2
5
0
瞬
ク
レ
�
ン
完
成

  海
軍
工
廠
第
四
�
六
船
渠
完
成

▲  立
神
係
船
池
完
成

▲  軽
便
鉄
道
開
通�
相
浦
事
柚
木
�

佐世保の近代化遺産に関わる主な出来事

佐
世
保
鎮
守
府
庁
舎

▲  海
 軍
工
廠
第
 一
 船
渠
 完
成

こ
う
し
よ
う
 

せ
ん
き
よ

工
事
中
の
海
軍
工
廠
第
一
船
渠

▲  平
瀬
倉
庫
群
完
成

  日
露
戦
争
開
戦

　
　
5
0�
  〃
  　
�年
25

　
　
4
5�
  〃
  　
�年
20

　
　
4
4�
  〃
  　
�年
19

　
　
4
3�
  〃
  　
�年
18

　
　
4
2�
  〃
  　
�年
17

　
　
4
1�
  〃
  　
�年
16

　
　
4
0�
  〃
  　
�年
15

　
　
3
9�
  〃
  　
�年
14

　
　
3
8�
  〃
  　
�年
13

　
　
3
7�
  〃
  　
�年
12

　
　
3
6�
  〃
  　
�年
11

　
　
3
5�
  〃
  　
�年
10

　
　
3
4�
  〃
  9
�年

　
　
3
3�
  〃
  8
�年

　
　
3
2�
  〃
  7
�年

　
　
3
1�
  〃
  6
�年

　
　
3
0�
  〃
  5
�年

　
　
2
9�
  〃
  4
�年

　
　
2
8�
  〃
  3
�年

　
　
2
7�
  〃
  2
�年

　
　
2
6�
昭
和
元
�年

　
　
2
5�
  〃
  　
�年
14

　
　
2
4�
  〃
  　
�年
13

　
　
2
3�
  〃
  　
�年
12

　
　
2
2�
  〃
  　
�年
11

1
9
2
1�
大
正
　
�年
10

　
　
4
9�
  〃
  　
�年
24

　
　
4
8�
  〃
  　
�年
23

　
　
4
7�
  〃
  　
�年
22

　
　
4
6�
  〃
  　
�年
21

　
　
5
5�
  〃
  　
�年
30

　
　
5
4�
  〃
  　
�年
29

　
　
5
3�
  〃
  　
�年
28

　
　
5
2�
  〃
  　
�年
27

　
　
5
1�
  〃
  　
�年
26

重
工
業
2
5
0
瞬
起
重
機�
ク
レ
�
ン
���
旧
佐

世
保
鎮
守
府
武
庫
預
兵
器
     庫

        

�
が
登
録
有
形
文

ぶ
こ
あ
ず
か
り
へ
い
き
こ

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
�

7
1
5
件
の
近
代
化
遺
産

　
明
治
　
年
�
佐
世
保
に
鎮
守
府
を
設
置
す
る

19

旨
の
勅
令
が
公
布
さ
れ
�
本
市
は
こ
れ
を
契
機

と
し
て
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
�
東

洋
一
の
 係
  船
  池
 や
2
5
0
瞬
ク
レ
�
ン
�
巨
大

け
い
 せ
ん
 ち

な
無
線
塔
�
急
速
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
水

道
施
設
な
ど
が
当
時
日
本
最
高
と
称
さ
れ
た
技

術
陣
に
よ
�
て
次
々
に
建
造
さ
れ
�
鉄
道
や
炭

坑
関
係
の
施
設
も
時
代
と
と
も
に
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
�
本
市
に
は
�
そ
う
し
た
歴
史
を

物
語
る
近
代
化
遺
産
が
実
に
7
1
5
件�
平
成
　28

年
1
月
現
在
�も
存
在
し
て
お
り
�
全
国
屈
指
の

数
を
誇
�
て
い
ま
す
�

　
グ
ラ
フ
1
�
2
は
本
市
の
近
代
化
遺
産
の
特

徴
を
示
し
た
も
の
で
す
�
建
設
目
的
で
分
類
し
た

グ
ラ
フ
1
で
は
��
軍
事
・
造
船
��
交
通
・
産
業
�

に
該
当
す
る
も
の
が
全
体
の
約
　
%
を
占
め
て

85

お
り
�
鎮
守
府
に
関
係
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
�

　
ま
た
�
現
在
の
使
用
状
況
を
表
し
た
グ
ラ
フ

2
は
�
今
も
建
設
当
初
の
目
的
の
ま
ま
現
役
で

使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
半
数
以
上
も
あ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
�
本
市
の
近
代
化
遺
産

の
大
き
な
特
徴
に
な
�
て
い
ま
す
�

世
界
遺
産
と
日
本
遺
産

　
わ
が
ま
ち
の
近
代
化
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
全
国
的
に
高
ま
る

中
�
本
市
の
�
黒
島
天
主
堂
�
を
含
む
�
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
�
の
世
界
遺

産
へ
の
登
録
の
可
否
が
�
い
よ
い
よ
本
年
夏
ご

ろ
に
決
定
し
ま
す
�

　
ま
た
�
本
市
は
本
年
�
横
須
賀
市
�
呉
市
�
舞

鶴
市
と
連
携
し
��
旧
軍
港
4
市
の
近
代
化
遺
産
�

を
文
化
庁
の
�
日
本
遺
産
�
に
申
請
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
�
そ
の
認
定
の
可
否
も
4
月
ご
ろ
ま

で
に
は
決
定
さ
れ
る
見
込
み
に
な
�
て
い
ま
す
�

　
こ
と
し
は
近
代
化
遺
産
関
連
の
嬉
し
い
ニ
�
�

ス
が
続
き
そ
う
で
す
が
�
詳
細
に
つ
い
て
は
決
定

次
第
�
本
紙
や
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
�
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
�

建設
目的

軍事
・造船
  316件

交通
・産業
    292件

教育・信仰
15件

民生
・水道
89件

不明 3件

使用
状況

現役
  430件用途

転用
118件

放置
134件

保存22件
不明11件
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▲  針
尾
送
信
所
完
成

▲  鎮
守
府
凱
旋
記
念
館
完
成

▲  山
ノ
田
第
二
浄
水
場
完
成

▲  転
石
貯
水
池
完
成

▲  菰
田
水
源
地
完
成

▲  海
軍
工
廠
第
七
船
渠
完
成

  太
平
洋
戦
争
開
戦

▲  大
野
浄
水
場
完
成

▲  相
当
貯
水
池
完
成

▲  朝
鮮
戦
争
開
戦

▲  西
海
国
立
公
園
指
定

  西
海
橋
完
成

▲  軽
便
鉄
道
開
通�
大
野
事
上
佐
世
保
�

▲三
浦
町
教
会
完
成
�
佐
世
保
鉄

道
開
通�
実
盛
谷
事
臼
ノ
浦
�

▲国
鉄
伊
佐
線
開
通

�
佐
世
保
事
北
佐
世
保
�

▲  市
営
バ
ス
運
行
開
始

▲
佐世保の近代化遺産（715件）

【グラフ2】 【グラフ1】

昭
和
初
期
の
市
街
地
の
様
子

開
業
当
時
の
佐
世
保
駅

▲国
鉄
伊
佐
線
全
線
開
通
�
松
浦

線
と
改
称
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本
市
に
残
る
7
1
5
件
の
近
代
化
遺
産
�
そ
れ
ら
は
本
市
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
が
�
こ
こ
で
は
そ
の
歴
史
を
7
つ
の
視
点
で

振
り
返
り
�
関
連
す
る
　
の
施
設
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
�

14

旧佐世保無線電信所（針尾送信所）の無線塔内部
（基部の直径12.1洲、高さ136洲）
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明
治
　
年
�
江
戸
時
代
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

16

佐
世
保
湾
に
一
隻
の
軍
艦
が
入
港
�
後
に
ア
ド

ミ
ラ
ル
・
ト
�
ゴ
�
の
名
を
世
界
に
轟
か
せ
た

東
郷
平
八
郎
が
指
揮
す
る
�
第
二
 丁
卯
 艦
�
で
�

て
い
ぼ
う

そ
の
任
務
は
日
本
の
西
域
を
守
る
た
め
の
鎮
守

府
と
軍
港
の
候
補
地
を
探
す
こ
と
で
し
た
�
同

　
年
5
月
に
は
�
佐
世
保
に
軍
港
と
鎮
守
府
を

19設
置
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
�
近
代
佐
世
保

の
歩
み
は
全
て
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
�

米海軍佐世保基地メインベース地区
（旧佐世保軍需部倉庫群、明治21～昭和11
年、平瀬町）
明治37年までに１１棟が建設され、主に食料
品や衣料品を保管しました。大正から昭和
にかけて増築されています

旧佐世保要塞小首砲台
（明治34年、俵ヶ浦町）
軍港防衛のために設立された陸軍佐世保要
塞の7カ所の砲台の一つ。「24㌢カノン砲」
4門と「15㌢カノン砲」2門を装備しました。
写真は兵舎などに使われた施設

鎮
守
府
設
置
と
時
を
同
じ
く
し
て
鎮
守
府
内
に

造
船
部
が
発
足
し
ま
し
た
�
後
の
�
佐
世
保
海

軍
工
廠
�
で
す
�
専
用
の
ド
�
ク
す
ら
持
た
な

い
状
態
で
発
足
し
ま
し
た
が
�
年
を
追
う
ご
と

に
増
強
さ
れ
�
最
先
端
の
施
設
・
設
備
が
次
々

に
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
�
巡
洋
艦
や
駆
逐

艦
�
補
助
艦
艇
の
建
造
と
大
型
艦
の
改
装
を
数

多
く
手
掛
け
�
当
時
�
世
界
最
大
と
称
さ
れ
た

戦
艦
�
武
蔵
�
の
建
造
に
も
携
わ
り
ま
し
た
�

佐世保重工業叙佐世保造船所組立工場
（旧佐世保海軍工廠造機部組立工場、大正8
年、立神町）
外壁はレンガ造ですが、本体は鉄骨造。複
雑な鉄骨の組み合わせにより迫力ある大空
間が構成されています

佐世保重工業叙佐世保造船所250終起重機
（大正2年、立神町）
イギリスのサー・ウィリアム・アロル社に
発注されたジャイアント・カンチレバー・
クレーン。日本に3台、世界にも11台しか
残っていません

人
間
が
生
き
る
上
で
絶
対
に
必
要
な
水
�
鎮
守

府
の
設
置
が
決
ま
り
�
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ

た
佐
世
保
で
深
刻
な
問
題
だ
�
た
の
が
�
安
全

な
水
の
確
保
で
し
た
�
地
形
的
に
水
の
確
保
が

難
し
い
佐
世
保
に
お
い
て
�
陸
・
海
軍
も
佐
世

保
市
も
何
度
も
水
不
足
に
直
面
し
�
そ
の
た
び

に
新
た
な
水
源
の
確
保
に
奔
走
し
ま
し
た
�

佐世保市水道局岡本水源地第2貯水池
（旧海軍水道皆瀬水源地第二沈殿池、明治
33年、十文野町）
設計は水道の父と称された吉村長策。日露
戦争に備えて整備を急ぎ、農業用の溜め池
を貯水池に改造しました

佐世保市水道局菰田貯水池 堰堤 
えんてい

（昭和15年、菰田町）
市水道第四次拡張工事で完成した初めての
市水道専用貯水池。この貯水池の完成でよ
うやく海軍水道からの独立を果たしました

123
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明
治
5
年
に
東
京
の
新
橋
駅
を
起
点
と
し
た
鉄

道
は
�
同
　
年
に
佐
世
保
ま
で
到
達
�
当
時
�

31

煙
を
吐
い
て
疾
走
す
る
蒸
気
機
関
車
は
人
々
に

近
代
化
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
で
し
た
�
鉄

道
網
と
と
も
に
道
路
網
の
整
備
も
進
み
�
軍
事

物
資
や
石
炭
の
輸
送
に
活
躍
し
ま
し
た
�

九州旅客鉄道叙大村線南風崎トンネル
（旧九州鉄道叙第五号隧道、明治30年、南
風崎町）
正面に見える石造りの柱は構造上というよ
り意匠的なもの。この時期の建造物の特徴
の一つになっています

西海橋
（昭和30年、針尾東町）
戦後初の渡海橋で、径間長が200洲を超え
た日本初の長大橋。その後の長大橋建設の
先駆けとなった「傑作」といわれています

近
世
以
前
の
通
信
手
段
と
い
え
ば
�
飛
脚
で
運

ぶ
手
紙
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
�
　
世
紀
に
電
気

19

信
号
で
符
号
を
送
る
電
信
が
発
明
さ
れ
�
や
が

て
声
そ
の
も
の
を
電
気
信
号
に
し
て
送
る
電
話

が
発
明
さ
れ
ま
し
た
��
新
鮮
な
情
報
�
は
近
代

社
会
に
と
�
て
必
須
で
あ
り
�
通
信
技
術
は
飛

躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
�

旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設
（大正11年、針尾中町）
日露戦争の教訓を基に、船橋（千葉県）、鳳
山（台湾）と共に整備された長波通信施設。
「ニイタカヤマノボレ」の発信については確
証がありません

旧佐世保無線電信所電信室
（大正11年、針尾中町）
3基の電信棟の中央に位置し、右から発電
機室、二次電池室、電信室と並んでいます。
発電機室は天井高9洲の大空間で、天井ク
レーンが残っています

か
つ
て
�
黒
い
ダ
イ
ヤ
�
と
呼
ば
れ
�
日
本
の
近

代
化
を
支
え
る
原
動
力
と
な
�
た
�
石
炭
�
�
佐

世
保
市
が
あ
る
北
松
浦
半
島
で
は
�
江
戸
時
代

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
石
炭
の
採
掘
が
行
わ
れ
�

製
塩
の
燃
料
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
�
明

治
時
代
に
な
る
と
�
よ
り
組
織
的
で
大
規
模
に

採
掘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
�
佐
世
保
炭
田

や
北
松
炭
田
と
呼
ば
れ
て
活
況
を
呈
し
ま
し
た
�

旧矢岳炭鉱石炭ポケット
（昭和12年前後、小佐々町楠泊）
楠泊漁港の脇にあり、船積みする石炭を貯
蔵していました。「ホッパー」とも呼ばれ、
炭鉱を象徴する施設ですが、現存数は少な
くなりつつあります

佐世保市世知原炭鉱資料館
（旧序松浦炭坑事務所、世知原町栗迎、大正
元年）
昭和45年の炭鉱閉山まで事務所として使
用されていました。県北地区で唯一の石造
洋風建築となっています

456

　 職場では近代化遺産や埋蔵文化
財関係の業務を担当しています。
　佐世保市には近代化遺産が数多
く残されています。それらを実際
に近くで見てみると、当時の歴史
や造った人の思いが実感でき、魅
了されてしまうことも多いです。
　それらの多くは現役で使われて
おり、活用状態は最良と言えるの
ですが、現役ゆえのいろいろな課
題もあります。それぞれの事例で
異なりますが、所有者にご理解と
ご協力をいただきながら、行政と
してどの程度まで支援できるのか
など、あらゆる可能性を探りなが
ら、今後も近代化遺産の保存に努
めていきたいと思います。
　これまで近代化遺産の調査を進
める中で、その最期に立ち会う機
会が何回もありました。そのたびに
「もっと価値を伝えきれていれば
違った結果になったかもしれない」

という思いに駆られました。その
ような思いもあり、写真展の開催
や写真集の刊行などを行ってきま
した。今回も3月に島瀬美術セン
ターで写真展を開催しますので、
ぜひ足を運んでいだたき、近代化
遺産に興味を持つきっかけにして
いただきたいですね。

社会教育課　川内野　 篤 
あつし

09　広報させぼ 2016.2

   第10回佐世保市近代化遺産写真展

 「近代佐世保130年の軌跡」
本市の近代化遺産を紹介した写真集「近代

佐世保130年の軌跡」の発行を記念した写

真展を開催します。担当職員が展示写真

を見ながら解説するギャラリートークも

予定していますので、この機会にどうぞご

来場ください。

と　き　3月2日（水）～14日（月）

ところ　島瀬美術センター（中2階）

入館料　無料

※ギャラリートーク

　3月5日（土）14時、12日（土）14時
●問島瀬美術センター　緯22-7213

近代化遺産の価値をもっと伝えたい

佐世保市近代化遺産写真集
「近代佐世保130年の軌跡」

本市の歴史や文化を象徴する選りすぐ
りの近代化遺産28件を主に写真で紹介
しています。写真集としてだけでなく、
郷土を学ぶテキストとしてもご活用く
ださい。社会教育課と市観光情報セン
ター（JR佐世保駅構内）で販売中です（在
庫がなくなり次第販売を終了します）。
定価　1冊1,300円（税込）

近代化遺産に関する問い合わせ　社会教育課　緯24-1111

近
代
化
遺
産
と
い
う
と
�
産
業
や
軍
事
�
交
通

に
関
す
る
も
の
と
い
う
印
象
が
強
く
あ
り
ま
す
�

確
か
に
そ
れ
ら
の
数
が
多
い
の
も
事
実
で
す
が
�

そ
の
対
象
に
は
�
宗
教
施
設
や
教
育
施
設
を
は

じ
め
�
店
舗
や
民
家
な
ど
�
さ
ま
ざ
ま
な
民
間

施
設
も
含
ま
れ
て
お
り
�
本
市
に
お
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
を
反
映
し
た
も
の
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
�

黒島天主堂
（黒島町、明治35年）
フランス人のマルマン神父が設計し、島の
信者総出で建設に当たりました。使われた
レンガの総数は40万個に及ぶといわれて
います

傷純心女子学園聖心幼稚園
（三浦町、昭和5年）
三浦町教会の付属施設として建てられ、鉄川
与助氏が設計を手掛けた教会以外では数少
ない鉄筋コンクリ―ト造建築の現存例。就
学前教育は戦前から重要視されていました

7
INTERVIEW

写真展



　
本
市
と
交
流
を
行
�
て
い
る
姉

妹
都
市
等
は
8
都
市
1
港
あ
り
ま

す
�
今
回
は
国
内
で
た
だ
一
つ
の

姉
妹
都
市
で
あ
る
 九
重
町
 の
坂
本

こ
こ
の
え
ま
ち

和
昭
町
長
に
�
本
市
の
印
象
な
ど
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
�

佐
世
保
市
に
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か

　
佐
世
保
市
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
出

店
を
中
心
に
幾
度
と
な
く
訪
れ
て

市
民
の
皆
さ
ま
と
も
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
�
そ
の
中
で

特
に
感
じ
る
こ
と
は
�
人
に
笑
顔
�

街
に
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
�
市
全
体
が

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
�
ま
た
�
西
海
国
立
公
園
の
大

自
然
は
�
そ
の
圧
倒
的
な
景
観
と
豊

富
な
海
の
幸
を
も
た
ら
し
�
九
重
町

に
は
な
い
大
き
な
魅
力
で
あ
る
と

思
い
ま
す
�

　
1
0
0
年
を
超
え
る
長
い
市
制

の
歴
史
の
中
で
�
伝
統
と
文
化
を
大

切
に
育
み
継
承
さ
れ
て
い
て
�
市
民

の
皆
さ
ま
が
誇
り
を
持
�
て
生
活

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま

す
�

九
重
町
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　
九
重
町
の
町
域
の
約
半
分
は
�
阿

蘇
く
じ
�
う
国
立
公
園
�
耶
 馬
  日
田

      
や
ば
ひ
た

 英
彦
山
 国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
�
春

ひ
こ
さ
ん

は
黒�
野
焼
き
��
夏
は
青�
新
緑
��

秋
は
赤�
紅
葉
��
冬
は
白�
雪
�と
表

し
�
色
の
と
お
り
年
間
を
通
し
て
自

然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
�

豊
富
な
地
下
資
源
は
�
九
重
九
湯
と

呼
ば
れ
る
温
泉
群
を
有
し
�
町
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
温
泉
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
�
ま
た
�
国
内
最

大
の
地
熱
発
電
所
を
有
し
�
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
電
力
自
給
率
は

日
本
一
で
す
�
さ
ら
に
�
変
化
に
富

ん
だ
地
形
を
利
用
し
て
豊
富
な
野

菜
を
作
り
�
豊
後
牛
�
九
重供
夢
僑

ポ
�
ク
な
ど
を
飼
育
し
て
い
ま
す
�

九
重供
夢
僑大
吊
橋
を
中
心
と
す
る

観
光
�
大
自
然
と
温
泉
�
そ
し
て
�

お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
い
た
だ
き
�
心
と
体
を
癒
や
せ
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
�
ど
う
ぞ
お
越
し

く
だ
さ
い
�

本
年
�
佐
世
保
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
　
周
年
を
迎
え
ま
す
が
�
ど
の
よ

25
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
す
か

　
海
と
山
の
特
性
を
生
か
し
た
交

流
を
目
的
に
�
こ
れ
ま
で
両
市
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
農
・
海
産
物
交

流
を
始
め
�
九
重
ふ
る
さ
と
祭
り
や

絵
画
展
で
は
芸
術
�
音
楽
な
ど
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
�
こ
の
こ
と
は
�

町
民
に
と
�
て
も
大
変
意
義
深
い

も
の
で
あ
�
た
と
感
じ
て
い
ま
す
�

　
ま
た
�
こ
の
よ
う
な
相
互
交
流
が
�

町
内
に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
を
通
じ

た
児
童
養
護
施
設
と
の
民
間
交
流

に
発
展
し
ま
し
た
�
さ
ら
に
�
九
重

供
夢
僑バ
�
ガ
�
な
ど
の
特
産
品
開

発
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
�
九
重
町
に
と
�
て
は
提
携
の

大
き
な
成
果
と
い
え
ま
す
�

両
市
町
の
た
め
�
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九十九島かき食うカキ祭り・冬の陣

●時2月6日賞、7日裳、11日詳蕉、13日賞、
　14日裳、20日賞、21日裳、27日賞、
　28日裳　※10時～16時（焼き台の使
　用は17時まで）。
●料九十九島殻付き生カキ1州700円など
●場九十九島パールシーリゾート
●問九十九島パールシーリゾート
　緯28-4187

春の植木市
●時2月8日訟～17日詔　※9時～17時。
●場松浦公園
●内庭木・花木、果樹苗、盆栽などの展
　示販売、植木の相談コーナーなど
※2月8日訟10時30分から花苗を無料
　配布します（先着100人、1人1袋）。
●問佐世保みどりの会（倉富さん）
　緯080-5274-1636

ハウステンボス チューリップ祭

世界最大のイルミネーションと日本最
多品種のチューリップが楽しめるぜい
たくな「春」。初登場となる高さ4ｍの
「チューリップ富士」や、夜は世界初
の有機ELチューリップが輝く「光の
チューリップガーデン」など、1日中、
街中に見どころがいっぱいです。
●時2月8日訟～4月18日訟
●問 ハウステンボス総合案内ナビダイ
　ヤル　緯0570-064-110

梅ヶ枝酒造　春の蔵開き
新酒の振る舞いや酒蔵見学、抽選会な
どが開催されます。名水を使い、米作
りから酒造りまで手作りにこだわった
地元の酒をご賞味ください。
●時2月13日賞、14日裳10時～15時
●場梅ヶ枝酒造（城間町）
●問梅ヶ枝酒造　緯59-2311

相浦愛宕市

春を告げる愛宕市は430年以上の歴史
を誇り、相浦の本通り沿道に植木や苗
木、竹細工、海産物などを販売する露
店が軒を並べる伝統行事です。
●時2月26日象～28日裳
●場相浦橋～相浦港の歩行者天国
●問相浦商工振興会内・愛宕祭協賛会
　緯47-2754

交通規制
暫車両通行止め（相浦橋～相浦港）
暫市営バスの運行経路変更
　日野木宮経由・相浦桟橋、ニュータ
　ウン真申行き 師日野大潟経由に変更
　大野木宮経由・相浦桟橋、ニュータ
　ウン真申行き 師大野大潟経由に変更
※一部、木宮終点になる場合があります。
　詳しくは乗車バス停で確認してくだ
　さい。
●問交通局業務課　緯25-5111

第18回火の用心バザー
●時2月28日裳11時30分 
●内市消防団第2中隊のチャリティーバ
　ザー、餅つきと即売会、市消防音楽
　隊の演奏、地震体験コーナー
●場島瀬公園
●問消防局総務課　緯23-9253

ランチタイムコンサートⅩ
～新日本フィル・メンバーとともに～
昼間の1時間、気軽
に楽しむクラシック
コンサート第10弾。
新日本フィルチェロ
奏者の広田徹さんを
中心にチェロ四重奏
による低音弦楽器の
魅力をたっぷりとお
届けします。終演後にはアルカス
SASEBO近辺のレストランでお得なラ
ンチがチケット提示で楽しめます。
●時2月29日訟11時30分開演
●場中ホール
●料全席自由　一般700円、ペア券　　
　1,000円、アルカス会員500円
※5歳から入場可。

アルカスドリームオーケストラ
新日本フィル×ジュニアオーケストラ

アルカスSASEBO開館15周年を記念
し、新日本フィルハーモニー交響楽団
とアルカスSASEBOジュニアオーケス
トラ、そして市民合唱団が共に一つの
ステージを創ります。新日本フィルに
よる「スラブ舞曲」や「運命」、市民合
唱団が加わった「西海讃歌」などをお
届けします。
●時3月6日裳14時開演
●場大ホール
●料全席指定　S席5,000円、A席4,000円
　学生各席1,000円
※未就学児は入場不可。

アルカスSASEBO公演情報
緯42-1111



九十九島工房
海のエコバッグづくり

イルカやクラゲのスタンプを押して、
オリジナルエコバッグを作ります。
●時2月14日裳10時30分、11時、11時30分、
　14時（約20分）
●場「海きらら」こどもひろば あまもば
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料300円（入館料が別途必要）
●定各回10人
●申電話または直接同館へ

こどもひろば　お楽しみ会
●時 毎週土曜11時30分、14時30分（約30
　分）
●場「海きらら」こどもひろば あまもば
●内読み語り、折り紙など
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料無料（入館料が別途必要）

生きものたちからの
魚十（ぎょーてん）告白

バレンタインデーにちなみ、生き物た
ちの生態について誰もが仰天するよう
な告白をパネルで紹介します。
●時2月6日賞～3月14日訟
●料無料（入館料が別途必要）

生きものたちのラブラブツアー
毎週日曜日に行っているバックヤード
ツアーで、生き物の雄と雌に絡めた解
説などを行います。飼育係の愛がこ
もった手作りプレゼントもあります。
●時2月14日裳11時（約30分）
　※開始時間の1時間前から水族館改
　　札奥で受け付けます。
●料300円（入館料が別途必要）●定先着20人

西海国立公園指定60周年記念
九十九島サロン

●時陰2月11日詳蕉隠3月6日裳
　※13時～15時。
●内陰野島層群を中心とする地質と化石
　隠旅するタネのはなし
●料無料
●定30人程度　※申し込みは不要です。

うみかぜガイドウォーク

九十九島パールシーリゾート内の遊歩
道を自然観察しながら散策します。小
さなお子さんでも気軽に参加できます。
●時2月21日裳13時～14時
●対4歳～（小学3年生以下は保護者と参加）
●料100円
●定20人
●申参加者全員の氏名（振り仮名）、生年
　月日（学年）、性別、代表者の住所と
　電話番号を記入し、はがきかファ
　クスでビジターセンター「うみかぜガ
　イドウォーク」係へ。ホームページ
　からの申し込みもできます
●〆2月17日詔必着（応募者多数の場合は
　抽選）
※当日は野外を歩きますので、防寒対
　策をお願いします。
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〒857-0031  保立町12-31（市総合教育センター内）  緯23-1517　 ※駐車場あり。　 開館時間=9時～17時　休館日=火曜、祝日（火曜の場合は翌日も）

天体観望会～冬のダイヤモンドを観察しよう！～
●時2月20日賞18時30分～20時
●内月、秋や冬の星座の観察
●料高校生以上310円、小・中学生150円
●定先着50人
●申電話で少年科学館へ
※中学生以下は保護者同伴。
※天候、気象条件によって観測できない場合があります。
　雨天や曇天の場合はプラネタリウムで当日の星空解
　説などを行います。

16時15時14時13時11時10時投映
開始

季
節
の
星
座

幼稚園、保育園、学校等の団体予約平日

ド
ラ
え
も
ん

名
探
偵
コ
ナ
ン

ド
ラ
え
も
ん

名
探
偵
コ
ナ
ン

学習
投映土曜

ドラ
えもん日曜

プラネタリウム（投映時間：約45分間）

●料高校生以上310円、4歳～中学生150円
※市民は学習投映が無料です。

【九十九島パールシーリゾート】鹿子前町1008　緯28-4187　「海きらら」開館=9時～17時　市民料金（証明書必要）=4歳～中学生520円、高校生以上1,020円
【九十九島ビジターセンター】〒858-0922　鹿子前町1053-2　緯28-7919　ファクス 28-7351　HP http://www.kujukushima-visitorcenter.jp/　開館=9時～17時（入館無料）

郷土研究所の公開発表会
佐世保市郷土研究所の所員が日頃の研
究成果を発表します。
●時2月13日賞14時～16時

1600回記念おはなし会
昭和54年から始まったおはなし会が
1600回を迎える記念として、絵本の読
み語りを中心としたおはなし会を開催
します。
●時2月27日賞14時30分～15時30分

図書ボランティア養成講座
チャレンジ！読み語りボランティア
●時3月1日証、8日証、15日証
　※10時30分～13時、1日証だけ12時
　　30分まで。
●内講座、選書、実技発表、評価
●対読み語りボランティアをしてみたい
　人や読み語りの基本を学びたい人で、

　全日程を受講できる人
●料無料
●定15人（応募者多数の場合は抽選）
●申申込書に必要事項を記入し、郵送、
　持参、ファクスで図書館へ。申込書
　は図書館で配布。ホームページ（http
　s://www.library.city.sasebo.naga
　saki.jp/）からもダウンロード可
●〆2月19日象
※学校等の図書ボランティアをあっせ
　んする場ではありません。

家読（うちどく）講演会
●時2月21日裳14時～16時
●内演題「子どもの心に本を届ける―読
　書のアニマシオンの楽しみ」
●対小学生以上（小学生は保護者同伴）
●料無料　※託児あり、要予約。
●申2月15日訟までに社会教育課へ
●問社会教育課　緯24-1111
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ペンギンの愛称募集

2015年に生まれたペンギンの子ども2
羽の愛称を募集します。
暫雌（写真左）子人懐っこく、飼育ス
　タッフが来ると寄ってきて餌をねだる
暫雄（写真右）子警戒心が強い。魚を食
　べるのが下手
●時2月1日訟～3月13日裳
　※9時～16時45分。
●申ペンギン館1階に設置している応募
　用紙に好きな愛称を記入し、応募箱
　へ投函してください
※決定した愛称は4月10日裳に発表。

4000キロの大冒険　旅するツル展
森きらら上空は「ツルの 北  帰  行 」を観

ほつ き こう

察できる全国でも有数の観察地です。
北帰行のシーズンに合わせ、ツルにつ
いて楽しく学ぶことのできる展示を行
います。また、期間中の土・日曜、祝日
にはツルの解説を行います。
●時2月6日賞～3月27日裳
　※9時～16時45分。
●場ペンギン館1階・展示室
●料無料（入園料が別途必要）

レッサーパンダの雪遊び
動物たちは寒さが苦手だと思われがち
ですが、雪が舞う冬の景色の中で元気
になる動物もいます。ぬいぐるみのよ
うなかわいい外見と愛くるしいしぐさ
が人気のレッサーパンダは、雪の中に
顔を突っ込んだり、雪をなめたりして、
思い思いに冬を楽しみます。3頭の雄が

日替わりで過ごしている屋外の放飼場
は、寒い雪の日にこそ見てほしい森き
ららのほのぼのスポットです。

ラン
園内ではコチョウランやシンビジューム、
オンシジュームなどの色とりどりのラ
ンが寒い時期を華やかにしてくれます。
ランの花は植物の中でも色・形が独特
なものが多く、ユニークな花で見る人
を楽しませてくれます。寒い冬を乗り
越えて美しい花を咲かせたランを、ぜ
ひご覧ください。

〒857-0026　宮地町3-4　緯22-5618　ファクス 22-9535　開館時間＝10時～18時（木・金曜は一般室、講座室は20時まで）
休館日＝月曜、祝日（月曜の場合は翌日も）、第3金曜　※駐車台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

〒857-1231　船越町2172　緯28-0011　開園時間=9時～17時15分　市民料金（証明書必要）=高校生以上620円、小・中学生150円

今月のおすすめ図書

コチャレ！
上大岡トメ 著（講談社）

大きなことは無理だけど、小さなこ
となら頑張れるかも。そんな小さな
チャレンジ＝コチャレが108個紹介
されています。

吾輩は看板猫である
梅津有希子 著（文藝春秋）

ちょっぴりメタボな「青果店のアイ
ドル」や、ネクタイを締めて出勤す
る「工具店の社長」など、店番が仕事
の働くネコたちを紹介します。
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77施設の使用料、手数料が変わります

4月から公共施設等の料金を改定します
利用者と市民の負担感を公平に
　本市はこれまで教育文化施設や公民館、スポーツ

施設など多くの公共施設の整備を進め、住民福祉の

向上を図ってきました。施設の運営には維持管理な

どの経費（コスト）が掛かりますが、これらの経費は

利用者からの使用料などと市民の皆さんの税金でま

かなっています。

　しかし、現状では施設の維持管理費の多くを税で

負担しており、利用者と未利用者の間で負担の公平

性が保たれていませんでした。加えて、市町合併で

施設の数は倍増しましたが、同種の施設間で料金が

異なるなどの問題も生じていました。

　また、少子高齢化などに伴う税収の減少や、社会

保障費の増加などが今後も見込まれるため、支出削

減などの努力を続けたとしても、将来、現在と同程

度の維持管理ができなくなるという状況が予測され

ています。

　こうした状況を是正するためには、受益者（利用

者）負担と税（市民）負担の割合についての考え方を

明確にした上で、利用者に相応の負担を求めていく

ことが必要です。

　このようなことから、税負担の均衡を図るととも

に、使用料収入で施設管理などの市民サービスを

行っていくため、公共施設などの使用料・手数料の一

部を改定しました。新料金は4月から適用されます。

使用料算定の考え方
　負担割合がおおむね妥当なものとなるよう、以下の

基本的な考え方に基づいて使用料を算定しています。

陰経費（コスト）の明確化

　各施設の管理運営や施設整備に掛かる費用を把握

　し、使用料算定の対象となる費用を明確にします

隠受益者負担割合の設定

　市のサービスは、公園や公民館など民間では提供

　されにくいものや、駐車場やプールなど民間でも

　実施しているものがあります。各サービスを公共

　性と収益性で分類し、収益性の高いものは負担率

　を上げるなど、種別ごとに受益者負担割合を設定

　します

韻類似施設間での格差解消

　同種の施設でも目的ごと（公民館の体育室とスポー

　ツ施設の体育館など）に料金が異なっていました。

　そこで、類似機能を持つ施設の負担割合は原則と

　して統一し、同種施設間での格差を解消します

　料金改定に伴い、利用者の皆さんにはご負担をお

掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

●問財政課　緯24-1111

受益者負担割合のイメージ

サービス提供に必要な費用のうち、国や県などからの補助金を除いて、管理運営費や施
設整備費を経費（コスト）とします。受益者負担率は、各施設を公的関与の基準と収益性
の観点から分類して、0～100%の間で設定します。

※受益者負担割合を管理運営費50%、施設整備費25%とした場合の例です。

施設全体の経費死氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏獅

受益者負担
（使用料）
50%

受益者負担
（使用料）
25%

税負担
50%

税負担
75%

税負担
100%

管理運営費 施設整備費 用地費
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問い合わせ料金改定の一例施設

市民協働推進室　緯24-1111暫事務所 1カ月23,080円子20,290円暫会議室 無料子1時間40円させぼ市民活動交流プラザ

人権男女共同参画課　
緯24-1111

暫研修室1 目的利用 無料子1時間70円男女共同参画推進センター

公園緑地課　緯24-1111暫多目的広場1コート 無料子1時間100円公園のスポーツ施設

障がい福祉課
緯24-1111

暫健常者利用・体育室をスポーツ目的利用
　練習利用全面 2時間1,780円子1時間1,330円

サン・アビリティーズ 
佐世保

試験検査課　緯24-1111暫水質4,400円以内子5,900円以内暫食品4,720円以内子6,150円以内試験検査手数料

生活衛生課　緯24-1111暫飼養管理費1日1頭320円子360円抑留犬飼養管理手数料

社会教育課　緯24-1111暫集会室の目的外利用9～12時940円子1時間520円（一律）教育集会所

暫ホール利用9～12時3,560円子1時間1,530円（一律）市民文化ホール

スポーツ振興課
緯24-1111

暫体育館（練習）バスケットボール1面
　1時間890円子市民1,060円、市外1,330円

体育文化館

暫プール（個人）高校生・一般410円子市民450円、市外600円
暫野球場（練習）1時間一般940円子1,400円

総合グラウンド

暫体育館（練習）・ハンドボール1面
　1時間1,780円子市民2,120円、市外2,660円

東部スポーツ広場

暫多目的広場・ソフトボール1面
　1時間520円子市民520円、市外700円

北部ふれあいスポーツ広場

暫個人2時間　高校生以上350円子市民440円、市外520円
　中学生以下170円子市民220円、市外250円

温水プール

暫吉井北部運動広場　半面1時間520円子市民200円、市外530円吉井・世知原地区体育施設

暫野球場（練習）1時間740円子市民660円、市外870円宇久地区体育施設

暫海洋スポーツ基地　シーカヌー1人乗り2時間100円子150円小佐々地区体育施設

暫中央体育館バレーボール1面1時間720円子市民640円、市外860円江迎地区体育施設

暫千鳥越野球場　1時間520円子780円鹿町地区体育施設

総合教育センター課
緯76-7330

暫中研修室1　市民で教育目的 無料子1時間70円（一律）
　市外・目的外利用 9～12時940円子1時間360円（一律）

総合教育センター

各地区公民館へ暫中央公民館講座室1
　市民で社会教育目的 無料子1時間70円（一律）
　市外・目的外利用 9～12時940円子1時間360円（一律）

各地区公民館

農業畜産課
緯24-1111

暫研修室　3時間2,160円 子1時間 市民230円、市外・営利310円ソレイユ吉井

暫会議室　1時間520円子市民240円、市外・営利320円国見の郷

暫会議室　1時間720円子市民140円、市外・営利190円しかまち活性化施設

暫体育室　1時間1,340円子市民360円、市外・営利490円吉井構造改善センター

暫展示休憩室　1時間100円子150円冷水岳ふるさと物産館

主な施設の使用料・手数料の改定内容（抜粋）

※上記の改定内容は一部だけを記載したものです。詳細については市ホームページをご覧になるか、各担当課へお尋ねください。



11月27日（金）～12月18日（金）に開かれた12月定例市議
会で可決等された107議案の中から、主な議案の概要に
ついてお知らせします。
主な議案
佐世保市営自動車条例の一部改正の件
　持続可能な公共交通維持のための普通旅客運賃の上限
　の基準賃率と最低賃金額を改正するもの

冗交通局業務課　緯25-5111
過疎地域自立促進計画策定の件
　過疎地域自立促進特別措置法の規定に基づき、平成28
　年度から平成32年度までの過疎地域自立促進計画を
　策定するもの

冗地域政策課　緯24-1111
補正予算
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、官民連携
による「地方創生プロジェクト」の推進に係る事業や3
人目以降の子どもの保育所・幼稚園等の保育料の無料化
などの地方創生総合戦略に掲げる取り組みについて増額
を行いました。また、過大規模校・教室不足の解消に向
けた小学校建設事業費のほか、ふるさと納税による寄付

金額8億円の増額を行うとともに、返礼品に係る必要経
費などを増額補正しました。
暫補正予算の主な内容
一般会計
　地方創生推進事業費など　　　　　　　　2928万円
　ふるさと納税制度推進事業費　　　   　 4億5581万円
　農業用施設の災害復旧工事　  　　　　　　   790万円
　基金積立金など     　　　　　                3億6436万円
　平成28年度事業の前倒しによる公共工事の平準化を 
　図るものなど（債務負担行為）　　　　    2億3550万円
特別会計
　社会資本整備総合交付金の内示減など（住宅事業）　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　   △1億9269万円
暫補正予算の内訳

冗財政課　緯24-1111

12月定例市議会で可決等された主な議案

補正後の予算額補正額会計

1151億1691万円8億5735万円一般

815億5532万円△1億9269万円特別
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試  験  日　3月6日（日）　試験会場　水道局本庁舎　
受付期間　2月1日（月）～24日（水）　※郵送は24日（水）必着。
募集職種　水道および下水道技術職
業務内容　水道および下水道施設の計画設計業務、修繕工
　　　　　事、施工管理などの維持管理業務（夜間勤務、交
　　　　　代制勤務あり）
採用予定　若干名
受験資格　昭和60年4月2日～平成10年4月1日に生まれ、　
　　　　　次の両方の要件を満たす人
　　　　　陰中型または普通自動車免許（AT限定を除く）
　　　　　　所持者または採用までに取得予定の人
　　　　　隠高等学校以上の土木専門課程を卒業した人か
　　　　　　卒業見込みの人
試験案内、申込書の配布場所　
　水道局1階・営業課、3階・総務課、北部管理事務所（吉
　井支所内）、宇久営業所（宇久行政センター内）
　※市ホームページからもダウンロードできます。

冗水道局総務課　緯24-1151

12月11日、県内で初めてとなる中学校での模擬選挙が世知
原中学校で実施されました。この模擬選挙は、選挙権年齢
が18歳に引き下げられたことに伴い、将来の有権者である
子どもたちや若者の政治・選挙についての知識や関心を高
めることを目的として実施されたものです。地元の大学生
によるサポートの下、生徒は候補者の演説や選挙公報に基
づいて自分たちで考え、投票し、実際の選挙に近い体験を
することができました。

冗選挙管理委員会事務局　緯24-1111

世知原中学校で模擬選挙を実施水道局職員採用試験の実施
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　3月15日（火）までの平日に、下記のとおり申告受付を行
います。最終日近くになると申告に来る人が集中して窓
口が混雑しますので、早めの申告をお願いします。支所・
地区公民館の受付会場では、午前中より午後の時間帯が
比較的空いています。
※確定申告をする人で、収入が給与・年金だけの人は、市
　役所、支所等で受け付けます。詳しくは、本紙1月号の折
　り込み「申告受付特集号」をご覧ください。

※申告した内容は、市県民税・国民健康保険税、その他保
　険料などの算定に使われます。扶養、医療、幼稚園、公
　営住宅などの各種申請手続きに必要な所得課税証明書
　は、申告された内容を基に発行しています。収入の有
　無にかかわらず（家族の扶養親族になっている人も含む）、
　各種手続きをする人は申告を行ってください。

申告受付日程
　下記の表のとおり（町別の指定は本紙1月号折り込み「申告受付特集号」に掲載）

受付会場受付日

市役所本庁舎13階・大会議室2月9日（火）～3月15日（火）
※土・日曜、祝日は除きます。

本庁での受け付け　受付時間 9時～11時30分、13時～16時

冗市県民税子市民税課　緯24-1111、国民健康保険税子保険料課　緯24-1111、確定申告子佐世保税務署　緯22-2161

受付会場
受付日

支所・地区公民館など

鹿町地区公民館
（旧鹿町町文化会館）

2月4日（木）

黒島地区公民館
高島町公民館
10時～12時
13時～16時

2月 5日（金）

江迎支所

2月 8日（月）

2月 9日（火）

2月10日（水）

三川内地区公民館ホール2月12日（金）

世知原支所
2月15日（月）

2月16日（火）

宇久行政センター
9時～11時30分
13時～16時
※19日（金）は11時
　30分まで。

針尾地区公民館2月17日（水）

江上地区公民館2月18日（木）

柚木地区公民館
体育室

2月19日（金）

受付会場
受付日

支所・地区公民館など

中里皆瀬地区公民館2月22日（月）

小佐々支所
2月23日（火）

2月24日（水）

吉井地区公民館
2月25日（木）

2月26日（金）

宮地区公民館2月29日（月）

広田地区公民館3月 1日（火）

東部住民センター
3月 2日（水）

3月 3日（木）

大野地区公民館3月 4日（金）

日宇地区公民館
3月 7日（月）

3月 8日（火）

相浦公会堂
3月 9日（水）

3月10日（木）

支所・公民館等での受け付け　受付時間 9時30分～11時30分、13時～15時30分

市県民税・国民健康保険税の申告受付を行います
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市民の方から寄せられた市政への質問などに回答します。

サルやイノシシに遭遇してしまったときの対処法を教えてください。

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

「広報させぼ」満足度アンケート

次の①～④のうち、当てはまる番号をお答えください。

①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満

煙Eメール    hishok@city.sasebo.lg.jp
　　　　　（携帯電話からも可）

煙はがき　〒857-8585（住所不要）
　　　　　  佐世保市役所秘書課広報係宛て

県内各地に建つ教会のレンガをモチーフに
した新しい長崎銘菓です。コーヒーをクッ
キー生地に練り込み、柔らかなチョコレー
トを包んで焼き上げた、しっとりとして濃
厚な味わいが特長です。

●問 九十九島グループ　緯0120-089-999

2月号プレゼント
「長崎レンガ教会HISTORY」を5人に！

　近年、サルやイノシシが農村部だけでなく、
市街地に出没する例も報告されています。こう
した生き物は、人と接触した際に危害を及ぼす
可能性がありますので、遭遇したときは以下の
ように対処してください。
サル
見かけたらすぐに追い払う
　長い棒状の物を持つとより安全です。また、
　大人数の方が効果的です。「人や集落は怖い」
　と覚えさせ、近づかせないようにしましょう
イノシシ
近づかない、視界から離れる
　距離が十分にある場合は、その場を静かに離
　れ、住居や塀の陰などに避難しましょう

イノシシが近づいてきたら、後ずさりする
　ゆっくりと後ずさりして離れましょう。接近
　が避けられない場合は、イノシシの進路をふ
　さがないようにしながら、木や石の上などの
　安全な場所に避難し、直撃を避けましょう
むやみに刺激しない
　驚かしたり接近したりしない

サルやイノシシは、農作物の取り残しや生ごみ、
犬猫の餌などを目当てに現れますので、放置せ
ずに適切に処分してください。また、餌付けは
絶対に行わないようにしましょう。皆さんのご
協力をお願いします。

●問 有害鳥獣対策室　緯24-1111

応募方法
「はがき」または「Eメール」に、虚クイズの答え許「広報させぼ」満足度アンケートの該当番号距住所鋸氏名漁

年齢禦電話番号魚広報紙へのご意見を書いて、2月23日（火）までに（消印有効）広報係へお送りください。

※応募は1人1通、全問正解者の中から抽選します。発表は発送（3月中旬）をもって代えさせていただきます。

1月号の答え　陰世界遺産 隠地方 韻番号　12月号の応募状況　310通（正解294・不正解14・無効2）

本市には、そうした歴史を物語る○○○遺産が実に

715件（平成28年1月現在）も存在しており、全国屈

指の数を誇っています。

12月11日、県内で初めてとなる中学校での模擬○

○が世知原中学校で実施されました。

4月から本市は○○市に移行します。
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市ホームページ「お役立ちQ&A」は、市役所に寄せ
られるよくある質問について、一問一答形式で回
答を掲載するサービスです。1月にサイトをリ
ニューアルし、より使いやすくなりましたので、ど
うぞご利用ください。

●問 情報政策課　緯24-1111

キャベツロールひと口カツ

作り方
虚キャベツは千切りにする。豚肉は塩こしょうを
　まぶす。卵は割ってほぐし、溶き卵にしておく
許フライパンに水を入れてキャベツをしんなりす
　るまで炒め、冷まして水気を切る
距豚肉にキャベツをのせて巻く
鋸距に薄力粉、溶き卵、パン粉の順に表面に付け、
　180寿の油で揚げる

ヘルシークッキング市ホームページ「お役立ちQ&A」
が新しくなりました

卵
パン粉
塩・こしょう
油

1個
1/4カップ

少々
適量

材料（2人分）
キャベツ
水
豚ロース薄切り肉

薄力粉

1/4個 
  50朱
150守
（6枚）
大さじ1 

 

煙1人分の栄養価　熱量432kcal、タンパク質19.4ｇ
　脂質32.3ｇ、カルシウム62取、塩分1.0ｇ

煙平成27年度ヘルシークッキングコンテスト アイデア賞

考えていただいた人

酒井夕香さん（大野中学校2年）

酸料理のワンポイント
　豚肉を薄く伸ばしてから、キャ
　ベツを乗せて巻くときれいに
　巻けます。

【お役立ちQ&Aへのアクセス】

パソコンやスマートフォンで市ホームページのトップ画

面「よくある質問」から利用できます。

※端末によって表示画面が異なることがあります。

私
私
私
私
私
私
糸

ここを
クリック

Q&A検索に知りたい情報を入力して検索すると質問項

目と回答が表示されます。お探しの質問が見つからない

場合や、市へのご意見は「ご意見」「お問合せ」フォーム

からお尋ねください。

※画面は開発中のものです。

▼
▼
▼
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22

　
日
・
祝
日
�
　
�
　
時

10

17

※
診
療
時
間
な
ど
�
詳
し
く
は
本
紙
　26

　
ペ
�
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
�

�
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

　
0
5
0
・
5
5
3
3
・
6
5
0
9

�
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
�
ト
フ
�
ン
�

http://sasebo.m
dja.jp/

●問
市
立
急
病
診
療
所
 緯
　
・
3
3
5
2

25

3
月
�
4
月
は
休
日
も
開
庁
し
ま
す

引
�
越
し
時
季
の
混
雑
緩
和
の
た
め
�

戸
籍
住
民
課
�
保
険
料
課
�
学
校
教
育

課
�
子
ど
も
支
援
課
の
窓
口
で
住
所
変

更
に
関
す
る
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す
�

●時
3
月
　
日
裳
�
4
月
3
日
裳

27

　
※
9
�
　
時
�

17

※
詳
し
く
は
本
紙
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
�

●問
戸
籍
住
民
課

市
税
の
証
明
発
行

市
税
の
証
明
を
申
請
す
る
と
き
は
�
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
�
証

明
書
自
動
交
付
機
で
は
�
さ
せ
ぼ
市
民

カ
�
ド
を
利
用
し
て
夜
間
や
休
日
も
所

得
課
税
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
市
民
税
課

2
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
9
期
分

の
納
付
月

忘
れ
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
�
う
�
納

め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
�
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
コ
�
ル

セ
ン
タ
�
か
ら
案
内
し
ま
す
�
不
審
な

電
話
を
受
け
た
場
合
は
す
ぐ
に
行
動
せ

ず
�
保
険
料
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
保
険
料
課

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
は
�
自
営
業
者
等
が
よ

り
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
の
�
国

民
年
金
本
体
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
�

●対
国
民
年
金
1
号
被
保
険
者
で
保
険

　
料
を
納
め
て
い
る
人
�　
歳
以
上
　

60

65

　
歳
未
満
の
国
民
年
金
任
意
加
入
の
人

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
長
崎
県
国
民
年
金
基
金

　
緯
0
1
2
0
・
　
・
4
1
9
2

65

国
保
の
変
更
届
は
　
日
以
内
に

14

国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
�

さ
か
の
ぼ
�
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
�
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
も
�
国
保
を
や
め
る
手
続

き
を
し
な
い
と
国
保
税
が
引
き
続
き
請

求
さ
れ
ま
す
�
世
帯
主
が
医
療
保
険
課
�

各
支
所
�
宇
久
行
政
セ
ン
タ
�
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
�

※
国
保
を
や
め
る
と
き
は
�
必
ず
保
険

　
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
�

●問
医
療
保
険
課

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

を
送
付

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
�
確
定
申
告
で
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
た
め
の

�
社
会
保
険
料�
国
民
年
金
保
険
料
�控

除
証
明
書
�を
昨
年
　
月
上
旬
に
送
付

11

し
て
い
ま
す
�
昨
年
　
月
1
日
�
　
月

10

12

　
日
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

31付
し
た
人
に
は
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
�
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
�
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
追
加
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
緯
　
・
1
1
8
9

34

敬
老
パ
ス
の
更
新

�
更
新
�誕
生
月
に
本
人
が
パ
ス
券
を

　
持
�
て
市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓

　
口
へ

�
新
規
・
紛
失
�本
人
が
身
分
証
�
個
人

　
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の�
個
人
番
号

　
カ
�
ド
�通
知
カ
�
ド
�
個
人
番
号
が

　
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
な
ど
�

　
を
持
�
て
健
康
づ
く
り
課
�
各
支
所
�

　
宇
久
行
政
セ
ン
タ
�
へ

※
紛
失
の
場
合
の
再
発
行
は
有
料
で
す
�

※
敬
老
パ
ス
の
新
規
受
け
付
け
は
　
歳
75

　
の
誕
生
日
以
降
で
す
�

●問
健
康
づ
く
り
課

水
道
所
有
者
の
変
更
届

住
宅
な
ど
の
所
有
者
が
変
わ
り
�
水
道

の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合
は
水
道
局

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
�

●問
水
道
維
持
課
緯
　
・
1
1
5
1

24

20

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
の
各
課
へ
は

緯
　
・
1
1
1
1�
代
表
�か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
�

24

時

予
約
は
こ
ち
ら

か
ら
ど
う
ぞ

▼

沿
道
地
権
者
の
皆
さ
ん
は
樹
木
の
適

切
な
管
理
を

沿
道
の
樹
木
の
枝
葉
の
張
り
出
し
や
倒

木
で
�
道
路
や
歩
道
の
見
通
し
が
悪
く

な
�
た
り
�
標
識
や
カ
�
ブ
ミ
ラ
�
が

隠
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�
安

全
な
通
行
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
�
交

通
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
�
地

権
者
の
皆
さ
ん
に
は
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
�

※
行
政
は
所
有
権
の
問
題
で
緊
急
時
以

　
外
� 剪
 定
や
伐
採
を
す
る
こ
と
は
で

せ
ん

　
き
ま
せ
ん
�

●問
土
木
政
策
・
管
理
課

出
張
女
性
相
談
室

●時
2
月
　
日
賞
9
�
　
時

13

16

●場
ス
ピ
カ

●内
女
性
の
悩
み
な
ど
に
女
性
相
談
員

　
が
応
じ
ま
す

※
相
談
無
料
�
秘
密
厳
守
�

※
市
役
所
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
�

●問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
緯
　
・
6
1
8
0�
予
約
・
相
談
専
用
�

24

　
緯
　
・
3
8
2
8�
当
日
連
絡
用
�

23

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
国
の
退
職
金

制
度
で
�
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
負
担

し
ま
す
�
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
�

パ
�
ト
タ
イ
マ
�
も
加
入
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
緯
　
・
6
9
0
7
・
1
2
3
4

03

長
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
定

暫
は
ん
用
機
械
器
具
�
生
産
用
機
械
器

　
具
製
造
業
師
8
1
3
円�
平
成
　
年
27

　
　
月
　
日
発
効
�

12

25

暫
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
�

　
電
気
機
械
器
具
�
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業
師
7
4
8
円�
平
成
　
年
28

　
1
月
9
日
発
効
�

暫
船
舶
製
造
・
修
理
業
�
船
用
機
関
製

　
造
業
師
8
2
1
円�
平
成
　
年
　
月

27

12

　
　
日
発
効
�

18
●問
長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
3
3

交
通
事
故
に
注
意

昨
年
は
市
内
で
4
件�
5
人
�の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
�
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
�
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
�
う
�

�
運
転
す
る
人
�

暫
歩
行
者
や
ほ
か
の
車
両
に
思
い
や
り

　
を
持
�
た
運
転
を
心
掛
け
る

暫
わ
き
見
�
ぼ
ん
や
り
運
転
を
せ
ず
�

　
前
を
よ
く
見
て
運
転
す
る

�
歩
行
者
�

暫
横
断
す
る
と
き
は
左
右
の
安
全
確
認

　
を
確
実
に
行
う

暫
夕
暮
れ
や
夜
間
の
外
出
は
�
明
る
く

　
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
の
着
用
を
心

　
掛
け
る

●問
交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

21

次

3月1日～7日は春季全国火災予防運動期間

春先は空気が乾燥して火災が発生しやすい時季です。日
頃から火災予防の意識を高めて火災を防ぎ、大切な命と
財産を守りましょう。

全国統一防火標語　
　無防備な　心に火災が　かくれんぼ
重点目標
暫住宅防火対策の推進
暫放火火災・連続放火火災防止対策の推進
暫特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
暫製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
暫多くの人が参加する行事での火災予防指導等の徹底
暫林野火災予防対策の推進
住宅用火災警報器を必ず設置しましょう
　全ての家庭で住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
　ています。火災を早期に発見し大切な家族を守るため

　にも、必ず設置しましょう。火災警報器の電池が切れ
　たり、ほこりが付いたりすると、熱や煙を感知できな
　い場合があります。半年に1度は掃除し、定期的に作
　動点検を行いましょう。電池切れの場合は、電池では
　なく警報器自体を交換するようにしましょう。
不要になった消火器の処分
　消火器はごみとして処分できません。分解や解体は危
　険ですので絶対にしないでください。不要になった消
　火器は販売業者や最寄りの専門業者にお問い合わせを。
市内の火災発生状況（平成27年中）
　火災発生件数　　77件（前年比7件減）
　焼損棟数　　　　55棟（前年比21棟減）
　死者数　　　　　5人（前年比2人増）
　負傷者数　　　　21人（前年比2人減）

冗消防局予防課　緯23-2539



永
久
選
挙
人
名
簿

在
外
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

●時
3
月
3
日
詳

7
日
訟

　
※
8
時
　
分

　
時

30

17

●場
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
土
・
日

　
曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室

永
久
選
挙
人
名
簿

　
平
成
8
年
3
月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
昨
年
　
月
1
日
ま
で
に
住
民
基
本
台

12

　
帳
に
登
録
さ
れ
た
人
3
月
1
日
現

　
在
で
調
べ

新
た
な
有
資
格
者
を
3

　
月
2
日
に
追
加
登
録
し
ま
す

在
外
選
挙
人
名
簿

　
　
歳
以
上
の
日
本
国
民
で

国
内
か

20
　
ら
国
外
に
住
所
を
移
し
た
人

申
請

　
が
あ

た
人
を
随
時
登
録
し
ま
す
　

　
ほ
か
に
条
件
あ
り

※
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
6
月
　19

　
日
時
点
で
満
　
歳
以
上
と
な
る
人
も

18

　
登
録
申
請
が
で
き
ま
す

6
月
　
日
19

　
以
降
に
名
簿
へ
追
加
登
録
し
ま
す

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

業
務
の
委
託

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付

有
い
わ
き
り
　
月
　
日
ま

10

30

で
師
ペ

ト
ク
リ
ニ

ク
い
わ
き
り

　
月
1
日
か
ら

11●問
生
活
衛
生
課

市
立
看
護
専
門
学
校
の
次
年
度
入
学
生

●対
高
校
を
卒
業
し
た
人
か

平
成
　
年
28

　
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

●定
若
干
名

●申
願
書
受
け
付
け

3
月
1
日
証

　
　
日
詳
の
平
日
に
願
書
を
同
校
へ

10
　
持
参

ま
た
は
郵
送
郵
送
の
場
合

　
は
　
日
詳
必
着

10

　
試
験
日

3
月
　
日
詔
9
時

16

※
修
業
年
限
は
3
年

願
書
は
同
校
で

　
配
布
し
て
い
ま
す

※
郵
送
希
望
者
は
住
所

氏
名
を
書
い

　
た
角
型
2
号
A
4
サ
イ
ズ
の
大
き

　
さ
の
封
筒
に
1
4
0
円
切
手
を

　
貼

て
同
封
し

同
校
〒
8
5
7
・

　
0
0
5
6

平
瀬
町
3
の
1
に
請

　
求
し
て
く
だ
さ
い

●問
市
立
看
護
専
門
学
校

　
緯
　
・
7
3
2
9

24

L
E
D
防
犯
灯
設
置
補
助
金

L
E
D
は
蛍
光
灯
な
ど
と
比
べ
る
と
明

る
く
長
持
ち
し

維
持
管
理
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す

本
市
で

は

地
域
の
防
犯
灯
を
L
E
D
に
変
え

る
場
合
の
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

申
請
を
予
定
し
て
い
る
町

内
会
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

●申
2
月
　
日
訟
ま
で
に
市
民
生
活
課
へ

29

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

●問
市
民
生
活
課

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

市
営
定
期
募
集
で
入
居
が
無
か

た

　
市
営
住
宅

●対
収
入
が
基
準
内
の
世
帯
な
ど

市
営
・
特
定
公
共
小

倉
住
宅
吉
井

　
地
域

世
知
原
中
央
住
宅
平
野
住
宅

　
江
迎
地
域

シ

サ
イ
ド
鹿
町
住
宅

●対
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る

　
世
帯
上
限
あ
り

公
社
・
特
定
優
良
ア
ル
フ

三
浦
町

●対
収
入
基
準
を
超
え
る
世
帯

公
社
・
公
社
賃
貸
吉
岡
団
地

花
高

　
団
地
須
佐
団
地
も
み
じ
が
丘
団
地

●対
収
入
認
定
月
額
が
家
賃
の
3
倍
以

　
上
の
世
帯

●問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ

市
営

　
緯
　
・
9
6
2
5

25

●問
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

　
公
社
緯
　
・
9
6
1
2

22

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団
奨
学
生

●対
こ
と
し
4
月
か
ら
大
学
大
学
院

　
短
大

高
専

専
修
学
校
高
卒
へ

　
進
学
す
る
予
定
で

保
護
者
が
県
内

　
に
住
ん
で
い
る
人

●内
大
学

短
大

専
修
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日常生活を手助けする民間の取り組み（エレナ移動スーパー）

少子高齢化や過疎化など社会情勢の変化に伴い、生活に必
要な商店や交通機関の不足が問題となっています。行政
だけで解決するのは難しい問題ですが、昨年11月から、1
人暮らしの高齢者などの買い物をサポートする「移動スー
パー」が地元事業者によって始まり、地域の人から好評を
得ています。本市でも、住みやすい地域づくりを目指し、
このような民間の取り組みを応援します。

※現在、相浦・崎辺・北・西・九十九
　地区で実施しています。

●問エレナ（移動スーパーについて）緯32-0100
●問保健福祉政策課

移動スーパー
の取り組み
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させぼ競輪情報  緯31-4797

2月11～14日
12～14日
15～17日
15～17日
17～19日
18～20日
20～23日
21～23日
24～26日
25～27日

27日～3月1日
28日～3月1日

2～4日
3～5日
5～7日
6～8日
8～13日
9～11日

煙G1全日本選抜久留米場外
煙伊東温泉S級載場外
煙広島S級場外
煙小倉S級載場外
煙いわき平S級場外
煙本場開催S級載
煙奈良記念場外
煙伊東温泉FⅡ載場外
煙別府S級場外
煙久留米FⅡ載場外
煙静岡記念場外
煙松山S級載場外
煙高知S級場外
煙松戸FⅡ載場外
煙岸和田S級場外
煙松山FⅡ載場外
煙G1日本選手権名古屋場外
煙小倉S級載場外
※載＝ナイター

2月11日～3月11日開催分
させぼ競輪開催日程

シリーズ安全安心

犯罪が起こらない、犯罪を起こさせないた
めに次のことに注意しましょう
暫防犯の基本「鍵かけ」の徹底
　住宅の玄関や窓、自動車、オートバイ、
　自転車などには必ず鍵を掛けましょう
暫地域の絆を強くすることで犯罪を防ぐ
　あいさつ運動やお年寄りへの声掛けな
　ど、地域全体で「ひと声」掛け合うまち
　づくりを進めましょう
暫自主防犯の意識向上で犯罪を防ぐ
　子どもたちの見守り活動や防犯パト　
　ロールなどで地域を見守りましょう

●問交通安全・防犯推進室

犯罪のない安全・安心なまちづくり
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次

特定健診を受けて、目指そう健康長寿！
～平成27年度特定健康診査のご案内～

40歳以上の本市国保加入者の皆さんへ
平成27年度の特定健康診査の受診券を手元にお
持ちではないですか？特定健康診査は糖尿病、
脳卒中、心臓病などの生活習慣病の発症危険度
を調べます。ぜひこの機会に、大切なあなたの
健康状態をチェックしましょう。
●時3月末まで（詳細は受診券に同封の書類参照）
●場登録医療機関か地域の公民館など
●内質問票（既往歴など）、診察、身体計測（身長、
　体重、BMI、腹囲）、血圧測定、血液検査（脂
　質検査、血糖検査、肝機能検査、腎機能検査、
　高尿酸血症の検査）、尿検査（尿糖、尿蛋白）
●対平成27年度中に40～74歳になる人で、昨年4
　月1日現在で本市国民健康保険に加入し健診
　受診日も引き続き本市国民健康保険に加入し
　ている人
　※対象者には5月ごろに受診券を送付してい
　　ます。
●料無料

公民館などで実施する集団健診の日程（2月分）

場所日時

中央保健福祉センター陰2月14日裳

江迎地区文化会館隠2月22日訟

江迎地区公民館韻2月23日証

※陰9～11時隠韻8時30分～14時。
※予約制で定員がありますので、早めに電話で
　医療保険課に予約してください。
※隠韻では、総合健診（胃・肺・大腸・前立腺・
　子宮・乳がん検診）も一緒に受診することが
　できます。

●問医療保険課
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休日・夜間の救急医療体制
【市立急病診療所】緯25-3352
　月～土曜20時～23時（内科・小児科）、日曜・祝日
　10時～18時（内科・小児科・外科）
　※受け付けは診療終了時間の15分前まで。上記時
　　間外は当番病院を確認（緯23-8199）して受診
　　してください。
　※電話やインターネットから予約して待ち時間
　　が分かる「診療予約システム」をご利用ください
　　（本紙20ページ参照）。
【当番病院】（輪番制）●問医療政策課
　内科・外科=市立総合病院、中央病院、共済病院、
　　労災病院、杏林病院、三川内病院
　外科=福田外科病院、俵町浜野病院
　内科=久保内科病院、京町内科病院、千住病院
長崎県小児救急電話相談
お子さんの急な病気やけがなどのとき、経験豊富な
看護師がアドバイスします（診断ではありません）。
●時毎日19時～翌朝8時　緯#8000
　ダイヤル回線　緯095-822-3308

救急医療体制のご案内

子どもの発達
暫療育相談（要予約）※遊びの広場あり。
　●問子ども発達センター　緯23-3945
暫歯科保健相談（要予約）●問健康づくり課

障がい福祉　●問障がい福祉課
虚アルコール依存相談（随時受け付け）
　障がい福祉課
許佐世保断酒会 2月23日証、3月8日証
　13:30　中央保健福祉センター
距精神保健相談 3月3日詳
　中央保健福祉センター
鋸発達障がいデイケア　毎月第2金曜
　10:00　中央保健福祉センター
漁ひきこもり家族会（あのねの木）
　2月17日詔10:00
　福祉活動プラザ（栄町）
禦精神障がい者家族の会（ゆみはり会）
　2月20日賞13:00
　会場は090-2509-1381にお尋ねを。
魚精神患者当事者会（ふたばの陽）

　2月20日賞13:30　福祉活動プラザ
亨高次脳機能障害当事者・家族の集い
　2月13日賞、27日賞13:00
　市民活動交流プラザ（戸尾町）
※虚禦は予約不要。許距は要予約（距は
　1週間前まで）鋸漁魚亨の新規参加者は
　事前に障がい福祉課へご連絡ください。

医療に関する相談
●問保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター　緯25-9723

2月の健康テレホン
緯0120-555-203
譲胸やけ醸杖の選び方
錠百日咳嘱疲れ目
埴高血圧の方の歯科受診の注意
飾蒸産婦人科における児童虐待ゼロプ
　ロジェクト
●問長崎県保険医協会　緯095-825-3829

相談 など
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健診・検査など

虚がん検診

●場市内の登録医療機関

許肺がん検診（胸部レントゲン、結核検診も兼ねます）

●対40歳以上　●料X線400円、X線・喀痰検査900円

距総合健診（胃・肺・大腸・前立腺・子宮・乳がん検診、特定健診）
●時3月5日賞8:30～14:00　●場中央保健福祉センター
●対がん検診＝虚と同じ（乳がん検診は40歳以上）、特定健
診＝40～74歳の本市国保加入者
●料がん検診=虚と同じ、特定健診=無料
●申 2月10日詔から電話で健康づくり課へ
※定員になり次第締め切ります。早めの申し込みを。

鋸働く女性のための乳がん検診
●時3月13日裳9:30～12:30　●場中央保健福祉センター　　
●対40歳以上の働く女性　●料虚と同じ　●定20人
●申 はがきに郵便番号、住所、氏名、生年月日、電話番号、

　　「3月13日日曜乳がん検診申し込み」を明記して、3月1日
　　証（必着）までに健康づくり課（〒857-8585、住所不要）へ

漁大腸がん検診
　検体採取キット（自宅へ郵送）で2日分の便を採取し、2月17
　日詔か3月2日詔8:30～12:00に健康づくり課に提出を。
　●対40歳以上　●料600円
●申提出日の5日前までに電話で健康づくり課へ
※虚～漁とも前回の検診から1年以上空けてください。職場
　等で同様の検診を受診できる人は対象外となる場合あり。
※虚～漁とも本市国保加入者、生活保護受給者、市民税非課
　税世帯の人は無料（保険証か証明書が必要です）。

禦胃がんリスク検診（血液検査）
　●時3月5日賞9:00～10:30、23日詔9:00～10:30
　●場中央保健福祉センター　●対40～69歳の市民
　※食道・胃・十二指腸疾患を治療中の人やピロリ菌検査を
　　受けたことがある人などは対象外です。
　●料1,000円　●定各日20人（応募者多数の場合は抽選）
　●申はがき（1人1枚まで）に郵便番号、住所、氏名、生年月日、
　　電話番号、第1・2受診希望日を明記して、2月24日詔（必
　　着）までに健康づくり課（〒857-8585、住所不要）へ

魚骨粗しょう症検診（要予約・無料）
　●時3月16日詔8:40～11:00　●場中央保健福祉センター
　●対検診時か3月末現在の年齢が40・45・50・55・60・65・70
　　歳の女性
　●定先着45人　●申2月12日象から電話で健康づくり課へ

亨肝炎ウイルス検査（無料）
　●時月曜13:00～16:00（祝日を除く）●場中央保健福祉センター
　●対感染の不安があり、肝炎ウイルス検査を受けたことがな
　　い人
　※20歳以上の検査未受診者は、市内の登録医療機関でも受
　　診できます。

享乳幼児健診（約1カ月前に該当者に通知します）
　お子さんの成長と発達に欠かせない大切な健診です。
　4カ月児健診子●対3～4カ月ごろ
　1歳6カ月児健診子●対1歳6カ月ごろ
　3歳児健診子●対3歳6カ月ごろ

●問健康づくり課（虚～亨）●問子ども保健課（享）

時間場所日程

9:00～11:00中央保健福祉センター2月14日裳

9:00～14:00江迎地区文化会館2月22日訟

9:00～14:00江迎地区公民館2月23日証

9:00～11:00九十九地区公民館3月  1日証

9:00～11:00大野地区公民館3月  2日詔

9:00～11:00東部住民センター3月  4日象

9:00～14:00中央保健福祉センター3月  5日賞

9:00～11:00吉井地区公民館3月  8日証

8:30～11:30中央保健福祉センター
※祝日を除く。

毎週月・火曜
13:00～16:30毎週水・木曜

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃
X線 400円
X線＋喀痰検査 900円

－－肺

600円－－大腸
頸部（けいぶ） 1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

400円－－－前立腺
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シリーズ海風の国禦
もてなしの時を重ね 心を束ねた 笑むかえ

　「海風の国」佐世保・小値賀観光圏の11のエリアのう
ち、「もてなしの時を重ね 心を束ねた  笑 むかえ」をコ

え

ンセプトに事業を展開している江迎エリアをご紹介し
ます。
　平戸往還の宿場町としての歴史を持ち、平戸藩主が
参勤交代などの際に休泊した本陣屋敷や潜龍酒造の
「もと蔵」、平戸藩の祈願寺である「寿福寺」など、宿場
町として栄えた時代の風情が残る町です。
　江迎の町に誇りを持ち、歴史や文化を大切に受け継
いでいる地元の皆さんが中心となり「江迎活性化協議
会」と、事業実施の受け皿として「一般社団法人地域活
性化推進機構」を立ち上げ、江迎の奥深い魅力を発信す
るため、「街並み景観整備」や「地域産品を活用した食
の開発」などのさまざまな事業を展開しています。
　街並み景観整備については江迎を訪れる人に宿場町
として栄えた当時の雰囲気を感じていただこうと、地
域の皆さんと一緒に格子戸設置や植栽に取り組んでい
ます。
　また、地元のイノシシや黒豆を生かした新商品の開
発にも力を入れており、まさに観光圏の目指す滞在交
流型観光を軸とした観光地域づくりが行われています。
今後も「海風の国」観光圏における重点エリアの一つと
して、「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくりを
推進していきます。

●問佐世保観光コンベンション協会　緯23-6843

街並みの景観整備の様子

シリーズ私の3しい兇
させぼ観光3しいPR隊 中国・厦門訪問

　市民一人一人に、佐世保の3つの「しい」（美しい、楽し
い、おいしい）を持ってもらい、PRしていただく「させぼ
観光3しいGO！作戦」。その取り組みの一つとして、昨
年5月から2カ月間、市民の皆さんお薦めの「3しい」を募
集しました。
　また、応募者3,607人の中から抽選で決定した3組6人
の市民の皆さんに観光PR隊に参加していただきました。
今回は、本市の友好都市である中国・ 厦門 市を訪問し、

アモイ

佐世保の3しいについてPRした様子をお知らせします。

厦門市旅游局における事業説明
　「させぼ観光3しいGO！事業」の主旨説明を行うとと
もに、両市の交流促進をお願いしました。厦門市から
は、市民レベルでの交流も積極的に行いたいというご
意見をいただきました。

厦門理工学院における「させぼ観光3しい」PR
　PR隊の皆さんが「九十九島」「ハウステンボス」「世
知原茶」「レモンステーキ」などを紹介し、その後の交
流会で「佐世保市にぜひ行ってみたい」という感想をい
ただきました。
　また、厦門理工学院の学生から厦門市の「3しい」を紹
介していただき、厦門市の魅力の一部を知る機会とな
りました。

●問観光物産振興局　緯24-1111
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シリーズ総合型地域スポーツクラブ魚
スポーツクラブ なぎさ

　スポーツクラブなぎさは、年齢、趣味、技術レベルに
応じて気軽に運動や文化活動を楽しむクラブです。活
動を通して健康づくりや生きがいづくり、地域の皆さ
んの交流とコミュニティの活性化を目指します。無料
体験もできますので気軽にご来場ください。

教　室　太極拳、硬式テニス、ヨガ、児童イングリッシュ
　　　　教室、英会話など
場　所　旧小佐々町保健センター、小佐々スポーツセ
　　　　ンターなど
料　金　月会費　2,000円（2種目目以降は1種目ごとに
　　　　　　　　500円引き）
　　　　年会費　大人2,000円、15歳以下1,000円
※各種スポーツ・文化活動の指導者を募集しています。
　詳しくはスポーツクラブなぎさまでお尋ねください。
スポーツクラブ なぎさ
　〒857-0412　小佐々町西川内143-1
　旧小佐々町保健センター内
　緯68-3157、緯090-7466-1574（山下さん）

●問スポーツ振興課　緯24-1111

シリーズ九十九島協

九十九島の鯨類 カマイルカ

　鯨類の中で、大人になっても体長が4ｍを超えない小
さな鯨をイルカと呼んでいます。今回は九十九島に
やってきた小さな鯨、イルカの話です。
　イルカがやってきたのは2011年3月3日。九十九島遊
覧船パールクィーンを操船中だった船長が、九十九島
の一つ「横島」の東側で、4頭ぐらいの群れで泳ぐイル
カを発見しました。早速確認のため調査に向かったと
ころ、横島の近くにある「牧ノ島」の北側で、15頭ぐら
いのカマイルカの群れを見つけました。カマイルカは
体長が約2ｍで、背びれの後ろ側のふちが白く鎌の刃の
ように見えるのが特徴です。
　このカマイルカは翌日の3月4日にも九十九島で発見
され、前日撮影されたイルカと同じ個体が翌日にも撮
影されています。この日は前日より頭数が増え、最終
的には30頭ほどのイルカの群れを見ることができたよ
うです。
　さまざまな生き物を育む、九十九島の大きさを感じ
た出来事でした。

●問観光物産振興局　緯24-1111

佐世保市民文化ホール 2月から予約受付を開始します

●問社会教育課　緯24-1111

　佐世保市民文化ホール（旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念
館）は、平成25年10月から耐震補強を主な目的とした改
修工事のため休館していましたが、工事の完了に伴い、
4月から再開館します。また、再開館後の利用予約受け
付けを下記のとおり開始します。

日　　時　2月1日（月）予約受付開始
申し込み　直接市民文化ホールへ
※詳しくは市ホームページをご覧になるか市民文化
　ホール（緯25-8192）にお尋ねを。
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　「長崎の教会群とキリスト教関

連遺産」の構成資産の一つとして、

黒島天主堂が世界遺産に登録され

る可能性が高まっていることは、

市民の皆さんもご存じの方が多い

と思います。本市は、これまで長崎県や長崎市、五島

市、平戸市、南島原市などと連携を密にして運動を展

開してきました。恐らく、ことしの夏ごろには吉報

をいただけるものと期待しております。

　一方、文化庁が認定する「日本遺産」として、旧軍

港として共通するところが多い本市、横須賀市、呉市、

舞鶴市の近代化遺産を申請するため、昨年から4市で

連携して準備に取り組んできましたが、このたび共

同申請する運びとなりました。本市の近代化遺産は、

大正11年建設の旧佐世保無線電信所（針尾送信所）、

旧 凱旋 記念館（現市民文化ホール）、旧佐世保軍需部
がいせん

第5水雷庫（現西九州倉庫株式会社前畑1号倉庫）、旧

海軍水道山ノ田水源地（現水道局山ノ田貯水池・浄水

場）、旧佐世保海軍工廠造船部250トン起重機（現SSK

佐世保造船所250トン起重機）など、実に715件が存

在しています。

　近代化遺産とは、明治維新前後から昭和30年代頃

までに造られた建造物のうち、我が国の在来工法で

はなく西洋から導入された工法で建設され、日本の

近代化の歩みを象徴するもの、あるいは近代化に貢

献した建造物などを総称した呼び名です。これらの

近代化遺産は、本市が歩んできた歴史を伝えるだけ

でなく、多くの人を惹きつける素晴らしい魅力を

持っています。また、本市の個性であると言うこと

もでき、近代化遺産のまちづくりへの活用は、本市の

さらなる魅力向上につながると思います。

　市民の皆さんには、日本遺産認定にご理解をいた

だくと同時に、その価値を今一度見つめ直し、国内や

世界に広く発信する取り組みなどにご協力いただく

ことを期待しています。

佐世保市長　朝長　則男

世界遺産登録と日本遺産認定に期待！

※この徳育通信を切り抜いてノートに貼り、「徳育ノート」として家庭で保管しましょう！

　私は、市内の相談機関で管理者をしている。さま
ざまなご相談をお受けする中で、感謝の言葉をいた
だくこともあり、大変ありがたい。
　ある日の午前中のこと。少し急いだ様子の紳士が
来所された。お話を伺うと「以前、近くの公園で桜の
写真撮影をしていると、お年寄りのグループがお花
見に来ていたので、思わず写真を撮らせてもらった」
とのこと。撮ったのはよいが、さてどうやって届け
ようかと思い施設名を聞くために来所されたらしい。
写真を拝見すると、それは見事な写真で満開の桜と
満面の笑みの数々。付き添いの職員さんの顔を見て、
すぐに施設名が分かった。私が届けようかと思った
が、その紳士は大きく引き伸ばして額に入れた写真
を脇に抱え、すぐに向かおうとされている。これは

直接お持ちになるべきだと思い道順だけお教えした。
　間違いなくその写真に写った皆さんは、大変喜ば
れただろう。あまりに素敵な紳士と写真の笑顔の前
では、私の出る幕はなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　匿名

「聞いて徳する話」募集中
身の回りで見つけた“聞いて「徳」する話”を募
集しています。応募用紙に必要事項を記入し、
事務局に応募してください。応募用紙は市HPか
らダウンロードできます。
【事務局】佐世保徳育推進会議（佐世保市教育会内）
〒857-0054  栄町4番11号
電話・ファクス 23-2856
Eメール sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

黒島天主堂の内部（左）とSSKの250トン起重機（右）
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1月1日 現在
煙総人口 252,864人（-133人）
　男性 118,879人（-71人）、女性 133,985人（-62人）
煙世帯数 106,249世帯（-52世帯）
※12月中の動き
　転入 453人、転出 539人、出生 177人、死亡 224人

煙テレビ
　NBC  土曜9時25分～30分、KTN  NCC 土曜11時40分～45分
　N I B  日曜6時30分～35分
煙ラジオ
　NBC  日曜19時25分～30分、　FM長崎  火曜19時5分～10分
　FMさせぼ 火曜10時30分～35分・日曜  9時30分～35分
煙新聞　長崎新聞 毎月第2・4火曜
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4月から本市は中核市に移行します。これに
伴い、県が担っていた事務権限の一部が市に
移り、行政サービスの充実が期待されます。
中核市の概要や今後目指す本市の姿について、
朝長市長がお知らせします。

冗秘書課　緯24-1111

西九州北部の中心

佐世保市は中核市になります！

させぼ市政だより キラっ都させぼ

放送時間（放送局）放送予定日

  9:25（NBC） 
11:40（KTN）2月  6日賞、20日賞

11:40（NCC）2月13日賞、27日賞

  6:30（NIB）2月14日裳、28日裳

18:55（テレビ佐世保）毎週日曜

「キラっ都させぼ」はパソコンや

スマートフォンなどでも視聴でき

ます。右のコードを専用アプリ

などで読み取ってご覧ください。

キューピッド de 婚活サポート事業

独身男女を募集しています

キューピッド役を務める仲人さんが結婚相談や
お見合い支援で登録者をサポートします。結婚
を希望する独身の人を随時募集していますので、
ぜひご登録ください。
登録要件
暫登録時に20歳以上45歳以下の独身の人
暫市内在住か市内に勤務している人　など
申し込み
下記の提出書類を市民生活課へ持参または郵送
してください
提出書類
暫登録申込書、誓約書
暫写真（L版、上半身を6カ月以内に撮影したもの）
暫健康保険証など身分証の写し
暫本籍地の市区村長が発行する独身証明書など
　※申込書と誓約書は市役所に設置するほか、
　　市HPからダウンロードできます。
登録後の流れ
陰市役所に来庁してデータベースからお見合い
　相手を探す
隠担当のキューピッド役と事前に面談
韻お見合い（キューピッド役が同席）
吋お見合い後、キューピッド役が男女に交際の
　意思を確認します

※詳しくはお尋ねになるか、
　右のコードを読み取って
　ご覧ください。

冗市民生活課　緯24-1111

1月号23ページでお知らせしたハローワークプラザ佐世保の業務取扱時間について、「土・日曜子10～17時」
と記載しましたが、正しくは「土曜子10～17時」でした。産業振興課からお詫びして訂正します。


